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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 人権問題文献解
題

単著

日本社会学会、日本マス・コミュニケーション学会、社会・経済システム学会、
関西社会学会、

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

関西学院大学大学院社会学研究科博士課程修了（単位取得）

社会学修士

概　　　　　　　要

R.Motohama and K.Kosaka
,The Effects of Television on
People's Consciousness
R.Motohama and K.Kosaka,
The `Buy Japanese'Campaign
and Progress in Japanese
Technology

A Social
History　of
Science and
Technology in
Contemporary
Japan  vol.3

パーソンズ、マートン、メン
ミ、領家穣ら社会学文献の紹
介。

K.Kosaka and R.Motohama,
Science in Popular Culture

奈良大学人権教育研
究　第4号

2007年3月

共著 2006年6月 trans pacific
press,melbourne

研究と連動させて、特に「社会学特殊講義」では、日本各地で収集した資料を用いて講義を
するよう心がけている。演習、実習では、文献講読を中心にして、もっぱら学生の日本語能
力の養成を心がけている。

2004年7月～2006年3月　社会学部長,　　2006年4月～2007年3月　総合研究所運営委員

（その他）

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

①

理論社会学（主にコミュニケーション分野）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

（１）社会構造とコミュニケーション、（２）記号論

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

2001年～2004年、科学研究費助成「木地屋の定住化を事例とする近代日本の社会統合と集団
の機能変化に関する研究」、2001年～２００２年、奈良大学研究助成「近代日本の国民国家
の形成と地域再編過程に関する社会学的予備研究」、2002年～2003年、「奈良県十津川村を
事例とする近代日本の国家形成期に於ける国内移住の研究」、2003年～2004年、「近代日本
における国民国家と地域再編過程を事例とする全体社会の構造変化に関する研究」など、日
本における国民国家の形成過程のもつ社会学的意義を社会的空間の解体と再編の過程と捉え
て、既存の社会学理論の有効性を具体的な歴史的事実を素材に検討している。


